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1．はじめに

　まちづくりや福祉・環境などさまざまな公共サービス

において，市民・事業者・行政・民間団体等の協働（き

ょうどう：協力して働く）ことが求められている．その

中で，筆者は，大学のある川越市を中心に，大学として

この協働にどのように取り組んでいけばよいかを考え，

実践的な活動を行ってきた．

　本報では，文部科学省平成19年度現代的教育ニー

ズ取組支援プログラム『ものづくりから学生と地域を育

てる共生教育　一「つくる」をテーマに「持続型共生教

育プログラム：川越学」の展開へ一』（以下，「現代GP」

とする）の一環で行われた，環境建設学科2年生を上な

対象とする図形処理演習での環境マップづくりの取り組

みを中心として，市民・事業者・行政・大学の協働でよ

くする地域の環境についての現状と将来の課題について

論じてみたい，

2．GISの活用

2．1　GISについて

　GIS（Geographic　Information　System：地理情報シ

ステム）は，「地理的位置を手がかりに，位置に関する情

報を持ったデータ（空間データ）を総合的に管理・加工

し，視覚的に表示し，高度な分析や迅速な判断を・∫能に

する技術」（国十地理院資料）である．これをインターネ

ットのWeb上で行うものが「WebGIS」であり，国十交

通省の「国十情報ウェブマッピングシステム」1）など，

さまざまなシステムが運用されている．Google株式会社

が提供している「Googleマップ」2）では，地図を検索す

るだけでなく，登録したユーザーが地理情報を登録して，

使用者同士で情報を共有するシステムが運用されており，

活用事例も多い．

2．2　GISの応用
　GISはさまざまな情報が提供されており，使用者白身

で入力した情報等も活用して，地理的状況をふまえた地域

の分析に用いられている．東洋大学地域産業共生研究セン

ターでは，GISを用いた地域環境政策・開発事業・環境ビ

ジネスの計画と評価システムの構築について研究を行っ

ている．この中で，筆者は，研究においてデジタル地図

データとして提供されている細密数値情報（10mメッシ

ュ十地利用）3）を利用して，川越市における雨水利用等

の可能性について評価を行った（図1・図2）4）・5）．
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図1　川越市における細密数値情報

　　　（10mメッシュ1：地利用）

図2　川越市における雨水流出率（lkmメッシュ）

3．WebGlSとWeblog（プログ）の統合

3．1　Weblog（プログ）について

　Weblog（プログ）は，　Webページの新しい形態とし

て，ここ数年の間に社会で急速に認知と普及が進んだシ

ステムである．プログは，日記風Webサイトや簡易的ホ

ームページと見なされる向きもあるが，本質的には，Web

を介してデータベースを構築し閲覧する仕組みである、

CMS（Contents　Management　System）といわれるシ

ステムがWebサーバ上で運用されており，使用者がサー

バに文字や画像のデータを送ってサーバ上に蓄積し，こ
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れをカテゴリーごとにべ一ジとして生成したり，検索し

て該当する情報にアクセスできるようにしたりというこ

とを行っている．

3．2　演習におけるプログとWebGISの活用

　筆者が現代GPの環で担当している図形処理演習で

は，2005年度から，川越liiを対象とした地域の現状把握

とまちづくり提案を課題に演習を行っている，3－－4人単

位のチームで担当を決めて，くじ引きで30程度の地区

をそれぞれのチームに割り当てて，現地に赴いて歩いた

ときに見つけたさまざ美な環境資源を地図上に落として

現状を把握し，これをもとに地域のまちづくりに必要な

ものを具体的にデザインしていく演習である，

　初期の演習で大きな課題となったことは，作成した地

図が各チームでのみしか活用できない点である，各チー

ムで作成した地図はケント紙に貼り付けられたものであ

り，他のチームは，これを発表会のときに閲覧するのみ

で，課題が終了すると保管されて人の目に触れることは

ない（写真1），できた作品を画像として公開したとして

も，各チームの調査結果の相互関係を理解するのは難し

く，調査結果を1・分に活用するのは難しい．

写真1　2005年度の発表の様子

　そこで考えたのが，WebGISの活用である．履修者が

Web上に調査結果を入力し公開することで，調査結果を

履修者全員，さらに学外を含めた多くの人に見てもらう

ことがP∫能になった，これによって，調査結果の蓄積と

演習での活用とともに，社会に情報を発信することによ

る学生への学習意欲の増進と，市民からの意見の聴取な

ど，さまざまなP∫能性を期待できるようになった．

3．3　実地調査における評価の方法

　評価の方法としては，総合的な環境の質を表す概念で

ある「アメニティ」を用いて，アメニティな場所，その

反対のディスアメニティな場所をあげてもらい，写真と

文章とともに入力してもらう「川越アメニティマップ」

（図3）を作成することにした，
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図3　「川越アメニティマッフ2007」トッフベージ

　アメニティな環境を実現するための5条件として，1．

「機能性」（Physical：機能的であるかどうか），2．「視

覚性」（Visual：美しいかどうか），3．「環境性」

（Ecological：生き物が生きられるかどうか），4．「地域

性」（Social：時代や地域にあっているかどうか），5．「精

神性」（Mental：懐かしさや感動があるかどうか）の5

つの要素があるとされており6），これに従って，「アメニ

ティポイント」（緑）を「快適・安全・安心・居心地がよ

い・落ち着く・活気がある・静か・きれい・川越らしい」，

「ディスアメニティポイント」（赤）を「不快・危険・不

安・居心地が悪い・落ち着かない・活気がない・うるさ

い・きたない・川越らしくない」とし，アメニティポイ

ントとディスアメニティポイントの中間として善し悪し

の判断がつきかねる・注意すべき点がある「要注意ポイ

ント」（黄）を含め，学生に例示した．

3．4　WebGIS及びCMSシステム

　WebGISのシステムは，「Movable　Type」7）という

CMSと「Google　Maps　API」8）というGoogle社が提供

するAPI（Application　Program　lnterface）サービスを

使用しており，「WWW　Watch」というサイト9）で公開し

ている情報を参考にページを作成した，地図上のマーカ

ーをクリックすると，吹き出しが現れて写真と説明文を

見ることができる（図4）．また，吹き出しの「詳細」を

クリックすると，追記されている情報とともに，その場

所を中心とした地図が表示され，そこから別の場所に移

動することもできるようになっている．

　2007年度から改良を重ねて，2008年度は「川越アメ

ニティマソフ2007－2008」として，前年度の調査結果と

今年度の調査結果を重ね合わせた形で運用している（図

5）．各記事をプログ形式で掲載しており，各記二事にタグ

をつけることによって要素ごとに記事を探すことができ

るようになっている（図6）．また，検索によって入力さ

れているすべての文字情報から該当する記事を探すこと
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ができるようになっている．
4．市民の目・学生の目を通して見た川越
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4．1　これまでの取り組み

　市民・大学・行政が協働でマップ作成に取り組んだ事

例は，今回の演習以前にも数回ある，2001年度に実施し

た市民環境調査「川越のあんな音こんな香り」では，演

習の一一一環でこの調査に学生が参加して，各自がイラスト

マッフを作成して川越の音と香りを中心とした評価を行

った（図7）．また，2004年度の「川越グリーンマッフ」

では，グリーンマップシステムlo）を活用して，市民と学

生が参加するワークショソプを開催し，グルーフでまち

あるきした結果を話し合いながらグリーンマッフシステ

ムアイコンによって表示し，コアメンバーで話し合いを

重ねながら完成させた（写真2・図8），グリーンマッブ

システムアイコンにはローカルアイコンが存在し，川越

市では，川越らしさを象徴するアイコンとして一お菓子」

と「蔵」を登録した．なお，2005年度・2006年度の図

形処理演習でも，このグリーンマッブシステムアイコン

を使用して，実地調査のまとめを行った，
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図5　情報が追加された1川越アメニティマッフ
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図6　プログ形式の「川越アメニティマップ2007－2008」

　　　トップベージ

写真2　川越グリーンマソプワークショソプの様子
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4．2　2007年度の取り組み

　2007年度からの図形処理演習は，地区の環境をよくす

るデザインを提案するというサブテーマで，環境建設学

科2年生の選択必修科日として実施している科日である，

「ある地域における，割り当てられた地区の環境調査と

現状分析を通して，地区の環境をよくするデザインを計

画立案し，その具体的なかたちを提案してもらう．調査，

現状分析，課題設定と計画立案，設計・製作の一連の流

れを通して，デザイン手法を実践的に修得するとともに，

分析力と創造力を高めてもらう．」（シラバスより）こと

を日的としている，2007年度の課題は，『アメニティタ

ウン川越をめざした街の現状把握とデザイン提案』とい

うテーマで，1．川越中心市街地を対象に，「アメニティ」

という評価軸を用いて現状把握と課題抽出を行うこと，

2．Web上の「川越アメニティマップ2007」に写真とコ

メントを記入して位置を把握，情報を共有すること，3．

地区に必要なもの・ことを提案して図面や模型などでか

たちにすること，4発表会を行ってまちづくりのアイデ

アを共有し，今後のまちづくりに生かすことの4点につ

いて順番に演習を実施した．

　この演習では，合意形成や協働など，学生が将来直面

する場面での能力を発揮してもらうための訓練として，

3－－4人のチームによる演習を行っている，また，実地で

の調査を重視し，演習時間内で3回の実地調査の機会を

作っている（写真3）．これは，机上だけの議論でなく，

現実の空間での課題を抽出するという作業が学生の洞察

力を高めると考えているためである，現実的に出席の確

工業技術No．31（2009）

認が難しいという問題があるが，携帯メールで写真を送

ってもらうことによって出席確認をしており，その写真

の表情からは，演習の取り組みがとても充実しているこ

とが示唆される．

写真3　実地調査の様子（2008年度の演習にて）

写真4　まちなか発表会の様子

4．3　2007年度の発表内容

　従来の結果発表は学内で行っていたが，2007年度は

「まちなか発表会」として，1月21日に川越ブリンスホ

テルを会場にして公開発表会を行った（写真4）．また，

「まちなか発表会」での課題成果を成果報告書12）にまと

めた（図9）．
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支部科学省平成19年度現代的轍蕎　一ス取娼支援フ巳クラム

ものづくりから学生と地域を育てる共生教育

　　　　　「つくる」をテーマに
「持続型共生教育プログラム：川越学」の展開へ

　　平成19年度

　図形処理演習
「まちなか発表会」

　　成果報告書
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告書の表紙L：）

　31チームの提案内容は大きく，セッション1：川越駅・

川越rh駅・本川越駅前における交通または広場の整備，

セッション2：観光の中心である一番街・鐘つき通り・

菓子屋横丁の小拠点づくり，セッション3：新河岸川に

親しむまちづくり，セッション4：道路整備による交通

の円滑化と安全の確保，セッション5：行政サービスの

拠点施設の整備またはll∫生，セッション61まちなかに

おけるポケットパークの整備，セッション7：緑豊かな

公園の整備または山：生と7っに分かれたため，これらの

セッションごとに発表を行った．実地調査をふまえた川

越中心市街地における課題は，大きく住環境や観光地と

しての広場や公園等のオープンスペースの欠如，川の親

水性の欠如，道路の狭さや駐車場の不足，景観を阻害す

るマンションの問題に集約される．学生の作品例を図10

に示す．
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小瀬博之

　学生の提案は，全体的に施設整備の必要性を謳ってお

り，ごみ箱の設置や柵・ガードレールの設置など，人為

的にきちんと整備されたもの，モラルを守らなかったり

不意な行動に陥ったりしないような配慮をまちづくりに

求める傾向があるが，市民からは，これらに対して，施

設管理の面または景観の側面から異論が出された．

5．今後の課題

5．1　演習としての課題

　今後の演習の課題として，まず，広域的・長期的なま

ちづくりへの考慮があげられる，自動車に依存する交通

システムの問題，中心市街地の衰退問題，大気汚染・騒

音・ヒートアイランドなどの環境への対策も課題となる

が，エリアを絞って地区における具体的な提案をさせて

いることもあり，これらに対応する提案が難しい側面が

ある．環境の時代における持続可能なまちづくりにっい

ては，2008年度の課題の基本的な考え方として提示して

いるところである．また，経済性や法令等を考慮して計

画することの必要性があげられる．これらについては誰

がどのように実施するとその計画が達成するか，また，

川越市における法令・各種計画等を紹介してその理解を

促しているが，演習時間内での説明は時間の制約もあり，

その点をト分に理解し説明できているチームは少数にと

どまっている．2008年度は，「川越グリーンマップ」に

加えて，川越市都市計画図と2008年1月に川越市によ

って策定された川越市環境行動計画「かわこえアジェン

ダ21」を配付して，実地調査ではなかなか理解すること

のできない社会の仕組みへの理解を促している．

5．2　協働による活動に向けての今後の課題

　川越rhでは「川越市協働指針」の2008年度内の策定

を進めており，今後のさまざまなまちづくりにおける市

民の参加を求めている．「協働」の理念は，第三次川越市

総合計画や第二次川越市環境基本計画等の計画の川越市

の施策の基本にも据えられている．今後は，1．まちづく

りの主体となる組織・人と参加者の充実（特に旗振り役

となる人材の発掘と育成），2．インセンティブ（刺激・奨

励）をいかに与えるか（動員をかけるか白発的な活動に

ゆだねるか），3．合意形成をどう得るか（近隣住民とそれ

以外の人の異なる利害関係をどう調整するか），4．費用の

捻出，5協働による環境活動（市民の環境意識の高まり，

事業者のCSR（社会的責任）としての責務，民間団体の

成長と専門的知識の蓄積，行政の協働に対する理解と相

互信頼，そして，活動成果を共有すること）が大きな課

題であり，これらに取り組む大学としての役割，また将

来的にこれらの課題に取り組む人材の育成のために，図

形処理演習で行っている演習のプログラムを，2009年度

の「地域学コース」や総合情報学部におけるカリキュラ

ムに応用していくことをめざしていきたい．
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